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そのうち 34±18%が GFAP陽性で、35±14%は S100陽性であった。術後 12
週の C群における振幅と伝導速度は、それぞれ 0.4±0.4mVと 18.9±14.3m/s
で、これらはいずれも A 群(3.2±2.5mV と 34.9±12.1m/s)に対して有意差を
もって小さい値であった(いずれも p<0.05)が、術後 24週では、C群の振幅と
伝導速度(10.9±7.3mV と 23.5±8.7m/s)は A 群(25.3±20.1mV と 31.6±
20.0m/s)に及ばない傾向にあったものの、両群間に有意差はなかった(それぞ
れ p=0.11、p=0.35)。術後 24週の C群と A群の小指球筋の湿重量はそれぞれ
1.02±0.40g と 1.19±0.26g(p=0.36)、有髄軸索数はそれぞれ 7032±4188 と
7165±1814(p=0.94)、軸索直径はそれぞれ 1.73±0.31μm と 2.09±0.39μm 









































なお、本学位授与申請者は、平成 27年 11月 17日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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